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研究成果の概要（和文）：本研究は、聴覚障害児のテクスト読みにおけるメタ認知の方略に関する研究の一環として、
読書力の高い聴覚障害児のテクスト理解の方略を、テクスト変数の側面から検討したものである。
研究の結果、読書力の高い聴覚障害児は、物語文・説明文・詩文のようなテクストの種類に示されるように、読書力の
低い聴覚障害児と異なるメタ認知方略を用いてテクストを認知すること、また、テクスト書記方向、テクスト挿絵、テ
クスト難易度といったテクスト体制の変化に対応した積極的な方略を用いながら、テクストを効率よく理解しているこ
とが示された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the strategies for text recognition and the comprehension of 
deaf children who have high reading ability from the point of text variables of meta-cognition in text 
reading.
The results show that the deaf children who have high reading ability recognized text using 
meta-cognition strategies differently from deaf children with low reading ability, using examples such as 
story sentences, explanatory sentences and poetry sentences. In addition, it was shown that deaf children 
with high reading ability understood a text efficiently by using effective strategies for text 
situations, such as text writing direction, illustrations in the text and the degree of difficulty of the 
text.

研究分野： 特別支援教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 読みは、語い力、統語力、意味論のような

言語知識とともに、世界に関する経験と知識、

推論、メタ認知のような認知活動が相互依存

的に働き、テクストから意味を引き出す活動

である（McCuinness,2004；Paul,2003）。聴

覚障害児の読みにおけるメタ認知の研究で

は、メタ認知に関する知識と調整、メタ認知

方略の活用とその指導について行われ

（Banner & Wang,2010；Strassman,1997）、

聴覚障害児のメタ認知知識と調整の遅れや

メタ認知開発の必要性、メタ認知方略指導の

有効性が報告されている（ Andrew & 

Masion,1991；Strassman,1997；Banner & 

Wang, 2010）。しかしながら、聴覚障害児が

読みの際に用いるメタ認知方略に関しては、

健聴児と類似した方略を使用すること

（Brown & Brewer, 1996；Gibbs,1989 ）や、

その使用が未熟であること（Marschark, 

Lang, ＆  Albertini,  2002 ； Moors & 

Martin,2006；Schirmer, 2003）が示唆さ

れているものの、聴覚障害児が用いるメタ認

知方略の詳細に関しては十分な情報は得ら

れていない。 

 本研究は、聴覚障害児のテクスト読みにお

けるメタ認知の方略に関する研究の一環と

して、テクスト体制の変数から読書力の高い

聴覚障害児のテクスト理解の方略を検討す

るものである。 
                           
２．研究の目的 
 一般に、聴覚障害児は、読みに困難を示し、

読みのレベルは健聴児の小学 4年生のレベル

に留まっているとされる。一方、聴覚障害児

の約１～2 割は、健聴児と同様の読みのレベ

ルを獲得することも確認されている。本研究

では、読書力の高い聴覚障害児・者が、様々

な体制のテクストを読むとき、どのような認

知的方略を用いるのかを明らかにすること

を目的とする。各研究の具体的な目的は、次

の通りである。（１）研究１：テクスト種類

における活用方略の検討では、読書力の高い

聴覚障害児のテクスト種類別（物語文・説明

文・詩文）の理解方略とテクスト種類間の理

解方略の変換を、読書力と発達の側面から検

討する。（２）研究２：テクスト挿絵の精度

の違い（精度高・中・低）による活用方略の

検討では、読書力の高い聴覚障害児は、挿絵

をどのように参照しながらテクストを理解

するのか、また、挿絵の精度の変化にともな

い、どのように読み方略を変えていくのかに

ついて検討する。（３）研究３：テクスト書

記方向（縦書きと横書き）の違いによる理解

方略の検討では、読書力の高い聴覚障害児の、

異なる書記方向テクスト別の理解方略の特

徴と、書記方向の変更にともなう理解方略の

変換について検討を行う。（４）研究４：テ

クスト難易度の違い（難易度高・中・低）に

よる活用方略の検討では、読書力の高い聴覚

障害児のテクスト難易度別の理解方略の特

徴と異なる難易度のテクストを読むときに

みられる理解方略の変換について検討を行

う。（５）研究 5：読書力の高さに影響を及ぼ

す要因の検討では、聴覚障害児の読書力の高

さに影響を及ぼす要因を明らかにするため

に、認知発達や言語習得に高いレベルにある

と思われる聴覚障害大学生を対象に、幼少期

から現在に至るまでの教育と家庭の場にお

ける日本語教育の実態を検証し、読書力の高

さに影響を及ぼす要因につて、学校と家庭の

側面から明らかにする。 

 読書力の高い聴覚障害児はどのような読

みの方略を用いるのかを、読書力の低い聴覚

障害児との比較を通して、眼球運動の諸指標

（読みの時間、注視回数、注視位置、注視時

間、サッカード運動、逆行運動、行変え運動

など）により、明らかにするとともに、その

ような方略に影響を及ぼすと推測される読

み書き経験といった個人要因について質問

紙調査により明らかにするものである。 
 
３．研究の方法 



 読書力の高い聴覚障害児のテクスト読み

における認知的方略を明らかにするために、

（１）テクスト種類（物語文・説明文・詩文）、

（２）テクスト挿絵の精度（精度高・中・低）

（３）テクスト書記方向（横書き・縦書き）、

（４）テクスト難易度（難易度高・中・低）、

といったテクスト体制における読書力の高

い聴覚障害児の読みの方略を、読書力の低い

聴覚障害児との比較を通して、眼球運動の諸

指標（読みの時間、注視回数、注視位置、注

視時間、サッカード運動、逆行運動、行変え

運動など）により、明らかにする。また、こ

のような読みの方略に影響を及ぼすと推測

される読み書き経験といった個人要因につ

いても、記述式調査により、検討する。 

 なお、本研究では、聴覚障害児の典型とし

て、健聴児ではなく、同様な発達的背景を有

する認知能力の高い聴覚障害児をモデルと

して検討を行うこと、読書力の低い聴覚障害

児との認知処理の違いを明らかにすること、

また、メタ認知の分析方法として、従来の回

想法や記録法などの内観的方法によらず、読

みの際に読み手の認知作用がリアルタイム

で分析できる眼球運動の諸指標（注視回数、

注視時間、注視位置、サッカード運動、逆行

運動など）を用いて、テクスト体制（テクス

ト種類・難易度・ 書記方向、挿絵精度）と

個人差（読書力高・低）との総合的観点から、

読書力の高い聴覚障害児・者のテクスト読み

における認知方略を検討するものである。 

   
４．研究成果 

 本研究の結果、読書力の高い聴覚障害児は、

読書力の低い聴覚障害児と異なるメタ認知

方略を用いてテクストを理解し、また、テク

スト体制の変化に対応した積極的な方略を

用いながら、テクストを効率よく理解してい

ることが示された。各研究の成果は、次の通

りである。 

（１）研究 1：テクスト種類における活用方

略の検討では、研究の実施により、特別支援

学校（聴覚障害）の小学部中学年（3・4年）

の 20 名、小学部高学年（5・6 年）の 23 名、

中学部（1･2･3 年）の 45 名の計 88 名の、テ

クスト読み時の眼球運動のデータを収集す

ることが出来た。なお、対象児のデータは、

読書力検査の結果に基づき、88 名を読書力高

群（読書段階 3段階以上）と読書力低群（読

書段階 1･2 段階）に分け、それぞれの群にお

ける読みの方略の検討が行われた。 

 分析の結果、読書力の高い聴覚障害児のテ

クスト読みは、読書力の低い聴覚障害児のテ

クスト読みに比べて、注視点が多い、注視時

間が長い、読みのスパンが短い、回帰運動が

多い、従って、読みの時間が長いことが確認

された。再生率から見た理解度は読書力高群

が高かった。また、テクスト種類別読みにお

いては、読書力高群は、読書力低群に比べて、

物語文＜説明文＜詩文の順に時間がかかるこ

と、注視点は説明文＞詩文＞物語文の順に多

く、読みのスパンは、物語文＞説明文＞詩文

の順に短くなること、回帰運動は詩文＞説明

文＞物語文の順に多いこと示された。読書力

低群では、全般的に、学年の上昇に伴う変化

やテクスト種類に応じた方略の変換がほとん

どみられなかった。このことから、読書力高

群は、注視を多用する短い読みのスパンを用

いてテクスト理解を進めていること、また、

テクスト種類に応じた読み方を変える読みの

方略が取られていることが明らかになった。 

（２）研究２：テクスト挿絵の精度の違い（精

度高・中・低）による活用方略の検討では、 

 特別支援学校（聴覚障害）の中学部に在籍す

る聴覚障害生徒 20 名の対象生徒は、読書力

評価段階に基づき、読書力高群と読書力低群

の 2 群に分けられた。読書材料は、小学校 6

年生用国語教科書から挿絵入り物語文 2 題を

選定し、各題は 3 分以内で読める分量とした。

物語文理解の尺度は、黙読後の自由再生によ

る再生率を用いた。また、挿絵の活用の様子



をリアルタイムでとらえるために、黙読時の

眼球運動を測定した。 

  分析の結果、読書力高群は、読書力低群に

比べて、挿絵の具体性に関わらず、全体的に

高い理解度を示すこと、読書力高群と読書力

低群の両群ともに、挿絵を長くそして多く見

るという挿絵活用の特徴を示していること、

また、いずれの群においても、具体性の高い

挿絵を見る時間が長い人ほど、理解度も高い

傾向にあるといった挿絵活用の特徴が確認さ

れた。なお、読書力低群では、挿絵を長く参

照する人は物語の理解度が高いといった挿絵

活用の方略が示される一方、読書力高群では、

読書力低群と同様に挿絵を長く参照しながら

も、挿絵から直接理解を導かず、文章をじっ

くりと読むと同時に挿絵も参照しながら、物

語の理解に至るといった方略が示された。読

書力低群も、文章から物語の理解が導かれる

可能性を排除できないものの、挿絵に多く依

存した理解を進めていることが示された。総

じて、読書力高群も読書力低群も、物語文に

おける挿絵を積極的に活用していることが明

らかになった。特に、読書力低群では、挿絵

を積極的に活用し物語の理解を促すこと、一

方、読書力高群では、具体性の高い挿絵は活

用するものの、主に文章じっくり読んで理解

を促す方略が採られていた。 

（３）研究３：テクスト書記方向（縦書きと

横書き）の違いによる理解方略の検討では、 

特別支援学校（聴覚障害）小学部 2年・4年・

6年生、中学部 2年生、高等部 2年生の計 20

名を読書力５段階評価により、読書力高群（3

段階以上）と読書力低群（3 段階未満）に分

けられ、小学部 3年生の教科書から精選した

2 題の物語文（小学部 2 年生には、小学校 1

年生用から選定）を黙読させ、その時の眼球

運動を測定するとともに、読み終わった直後、

物語の内容に関する即時自由再生を行った。 

 分析の結果、読書力高群は、読書力低群に

比べて、横書きや縦書きといったテクストの

体制にかかわらず、全体的に理解度が高いこ

とが示された。しかし、読書力低群において

は、横書きに比べて縦書き文章の理解度が高

い傾向が示された。また、読書力高低に関係

なく、横書きに比べて、縦書きの方が 1停留

時間が長く、多くの停留を行い、戻り読みの

回数も多く、読み全体時間も長いことが示さ

れた。 

 このことから、横書きと縦書きいずれの文

章においても読書力による理解度の差が明

確に示されること、読書力高群では、縦書き

と横書きによる理解度の差は示されないが、

読書力低群では、横書きに比べて、縦書きの

方が理解しやすい傾向が示された。全体的に

横書き文章に比べて、縦書き文章において、

探索的読みの方略がとれやすく、このような

傾向は小学部で強く示されることが明らか

になった。特に読書力高群は、中学部や高等

部に上がるにつれて、テクスト体制に影響を

受けず、スムーズに理解に至る読みの方略を

身につけていくものの、読書力低群では、縦

書き文章から横書き文章へ読み方の変換と

いう読みの方略がうまく採られていないこ

とが示唆された。 

（４）研究４：テクスト難易度（難易度高・

中・低）の違いによる活用方略の検討では、 

特別支援学校（聴覚障害）小学部 4 年生・6

年生・中学部 2 年生、高等部 2 年生の計 18

名であった。これらの児童生徒には、読書力

（5 段階）評定により、読書力高群（読書力

3 段階以上）と読書力低群（読書力 2 段階以

下）に分けられ、小学校 4 年生の教科書から

精選し、低難易度文（順序配列物語文）と高

難易度文（ランダム配列物語文）の 2 題の物

語文を黙読させ、黙読時の眼球運動と黙読修

了後の内容に関する即時自由再生を行った。 

 分析の結果、読書力高群は、読書力低群に

比べて、難易度の違いにかかわらず、全体的

に理解度が高いこと、また、読書力低群では

すべての学年において難易度による理解度



の差が示されるものの、読書力高群は、難易

度による理解度の差はほとんど示されない

ことが明らかになった。眼球運動の分析から

は、読書力高群は、難易度が上がるについて、

読みのスパンが短く、注視点が増え、回帰運

動が多く傾向から、読む時間が長くなるが、

読書力低群では、そのような変化がほとんど

見られないことが示された。 

 このことから、読書力高群は、今回設定し

たテクストの難易度による理解度の変化は

ほとんど見られないこと、しかしながら、読

書力低群は、難易度が上がるにつれ、学年に

関係なく、理解度が低くなることが示された。

眼球運動のデータからも、読書力高群は、テ

クストを理解するために、積極的な理解の探

索を試みているが、読書力低群では、難易度

の変化による積極的な認知的変化が伴わな

いことが明らかになった。 

（５）研究 5：読書力の高さに影響を及ぼす

要因の検討では、高等教育機関（大学および

大学院）に在席する 27 名の聴覚障害学生を

対象に、自由記述式質問紙調査を実施し、場

所（学校・家庭）と発達段階（就学前・小学

校 1−3 年・小学校 4−6 年・中学校・高等学校）

ごとの言語学習の経験を調べた。分析は対象

者の記述による回答を KJ 法によりカテゴリ

ー分類した。 

 分析の結果、「読書」「コミュニケーション」

「作文（文章構成）」「概念形成」「日記(絵日

記)」「発音」「音読」の 7 つのカテゴリーが

得られた。読書力の高い聴覚障害者の記述内

容を分析した結果、就学前段階では、学校で

は撥音や絵カードを用いた指導が行われ、家

庭でも、同様の活動が行われていたこと、小

学校 1−3 年では、学校では徐々に書記言語を

強調する指導が行われ、家庭では親によるコ

ミュニケーション活動が頻繁に行われてい

ることが示唆された。小学校 4−6 年では、学

校では書記言語活動が強化されていく中、家

庭ではコミュニケーション活動や自発的な

読書活動が行われていることが示された。中

学校と高校では、学校ではテーマのある文章

の書記言語活動が中心となる一方、友人との

コミュニケーションが頻繁に行われている

こと、家庭では従来のコミュニケーション活

動とともに、主体的な読書活動が続けられて

いることが窺えた。全般的に、学校ではカリ

キュラムに基づく書記言語学習が進められ

ていること、家庭では学校とは異なる自主的

読書活動が行われていること、いずれの時期

や場所においても、コミュニケーション活動

が活発に行われていることが示唆された。ま

た、音声言語優位、手話言語優位といった主

な使用言語別の違いや通常学校群、特別支援

学校群といった教育歴別違いは大きく示さ

れなかった。 
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